
                     年     組 名前                   

3 

教材２－Ｄ－（３）の解答 関数関係の意味 
 

④ 『ｙがｘに比例するもの』の解決のために 
 

○ 伴
ともな

って変わる２つの変数ｘ、ｙがあって、ｘの値
あたい

を決めると、それに対応するｙの値がた

だ１つ決まるとき、ｙはｘの関数である。 

 
○ ｙがｘの関数であり、変数ｘ、ｙの間に、ｙ＝ａｘ （ａ：比例定数）の関係が成り立つとき、ｙは

ｘに比例する。 

 

○ 比例を表す式 ｙ＝ａｘ について、 
・比例定数ａが正の数のとき、xの値が増加すると、ｙの値は増加する。 
 
・比例定数ａが負の数のとき、xの値が増加すると、ｙの値は 減少 する。 
 
 

○  ｙがｘの関数であり、変数ｘ、ｙの間に、ｙ＝   （ａ：比例定数）の関係が 

成り立つとき、ｙはｘに反比例する。   

                    

                                                      

○ 反比例を表す式 ｙ＝    について、     

 
・比例定数ａが正の数のとき、 
 
ｘ＜０、ｘ＞０のそれぞれの変域で、ｘの値が増加すると、ｙの値は減少する。 

 
・比例定数ａが負の数のとき、 
 
ｘ＜０、ｘ＞０のそれぞれの変域で、ｘの値が増加すると、ｙの値は 増加  する。 

 
☆ 次の式の中で、比例のもの、反比例のものはどれでしょうか。 

  

① ｙ＝７ｘ    ② ｙ＝－２ｘ    ③ ｙ＝ 

 

④ ｙ＝３ｘ－４  ⑤ ｘｙ＝－５    ⑥ ｙ＝10ｘ 

 

⑦ ｙ＝   ｘ    ⑧ ｙ＝－ 
 

 

 

比例のもの          反比例のもの 
 

 

 

 

 

ｘ 

 

 ａ 

  

 ａ 

 
 ｘ 

ｘ 

 

 ８ 

 

９ 

ｘ ６ 
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 ① ② ⑥ ⑦ 

 

 ③ ⑤ ⑧ 

言葉を入れよう。 


